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英語の音韻体系とカタカナ表記について'

島 袋 盛 世

1.はじめに

司拍知臓の違いは日常あらゆるところで観鎮できる。日本語を母語とする

人々の言語知識が他の言語を話す人々の言語知織とどう違うのかを観察し.そ

してその遣いはどこからくるのか，言語の音韻体系という観点から言語知識の

分析を試みる。

fレリゴー現象Jという表現を聞いたことがあるだろうか。『レリゴーJはデ

イズエーの映画『アナと雪の女王』の主題歌. rLet It Goーありのままで -Jの

中の Letit goという歌の言い回しの一部である。映両館でこの映画を鑑賞して

いる観客全員でスクリーンの字幕を見ながら歌うということが『レリゴー現象J

と言うことのようだ。

Let it go [If.rlf.gou]'が『レリゴーJと表記されていることからも分かるよう

に.モーラ表記2であるカタカナ(以下. rカナJ)で英語の音声を表記するには

限界がある。また，カナで表記できるのは，日本語母語話者(以下. r日本語話

者J)が時別できる音声だけではなく，日本語話者が臓別できない英語の音声も

カナで表記できる(例.voiceを「ヴォイスJ)。また，英語の原音には存在しな

い音声が，カナで表記されている例もある(例. rカップj の「ッJなど)。こ

れらは両言語間にある音韻体系の違いに起因し，これらの現象はカナ表記に規

則的にみられる。

本稿では、従来のカナ表記を基に、英語の原背をどのようにすればより忠実

に従え表記できるかを考えてみたb、。新しいカナ表記法を模索し提案するとい

うことではなく、英語の発音練習及び指導につなげられればと考える。本稿の
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構成は以下のようになっている。まず，第 2節では，日本語話者の発音『レリ

ゴーJ[re.ri.go:]と英語話者の発帝 LelIt 00 [Ie川、・gou]を例にとりあげ、両言語

の音韻体系を基に，実現音に至る音韻的過程を説明する。第 3節では，英語と

日本語の音韻体系の特徴を全体的にとらえ.類似点および相違点、を明確にする。

第 4節ではカナ表記と英掃の腕{背を比較し，日本語と英語の音楽の対応関係を

示す。第 5節では英語の特徴を的般に促えたカナ表記を紹介し，カナで英語の

音声構造をどのように捉えることができるかを探る。

2. rレリゴーJとLetIt Goの遣い

fレリゴーJには日本語の背信i体系が忠実に反映されている。実際の歌中の

英語の発音3では， Lel lt 00は [Ie川、・9ω]となっているが， 日本語話者は

[re.ri.go:]のように発音する。この遮いは言うまでもなく，英語母語話者(以下，

f英語話者J) と日本語話者の母認の言語知識の差異に起因する。

まず英語と日本語，それぞれの LCllt00の発音にみられる母音を分析する。

Let It 00中には 3つの異なるほ音が合まれる。 [e]と [1]の2つの短母音と.

二重母音 [ou]である。英s活の短母音は基本的に日本語の短母音とは音質が異な

る。短母音 [e]と [1]は日本Jl持活者にはい]と [i]に聞こえる。これら英語の

[e] [1]と日本語の [C]4[i]との違いは.前者 2つは I蹴母音.後者の 2母音は

tense母音と音声学では分類される。簡単に言えば，発音する時の舌の位慣と緊

張度の違いである。上記の日本初の母音を発音する時の方がそれに対応する英

語の母音を発音する時よりも舌の位置が商く.舌の緊張度も商いという違いが

ある。英語と日本語の母王子を以下に.語例も含めて示す。

(1)英語と日本語の母音体系5

big. pick 

put. book 

日本語の母音(斉藤 2007:84・85)

語例

-2ー



lel pcn， bct /cl 絵，海老

IAI cut， Up /aI 明日，壁

lal pat， hat 101 尾，帯

10/ hot， pod li:l お兄さん

13:/ pcrt，色町y IW'J 宇宙

lu:l school le:l お姉さん

11:1 bcat 10:/ お父さん

1-:>:・j caught，law 也i お母さん

lo:JS aunt，色白cr

Icu cight 

loul boat， go 

1-:>11 toy， boy 

lall cyc， plain 

laul out， town 

l:Jf 皇bout，family 

次に， 00には二鼠母音が含まれるが，日本語には英語のような二重母音は音

楽として存在しない。つまり，音としてこのような概念がない(斉藤 2007:85 

参照)。しかし，日本語には，英語にはない 10:1[0:]とL、う長母音が存在する。

日本語話者は英間話者の発音する 00[90U]を [90:]と知覚し，長母音で発音す

る。興味深いのは [90u]は [90:]であり， [90]ではないということである。日

本語話者は相対的な『音の長さJ(または， r音節の重さJ)は知覚していて，そ

れが長母音というかたちであらわれている。 OK[，ωkCI]が『オケJではなく，

「オーケーJまたは『オッケーJ，と表記されるのは， 2つの音節はそれぞれそ

ーラ 2つ分の長さに値する長音節(または.重音節)だと認識されているから

だと考えられる"。英語の [OU]は日本語においては，通常長母音「オーJとし

て表記されて.同じ 2モーラの長さの『オウJとして表記されている例は稀で

ある。
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英語の二重母音は日本語話者にとって比較的認識し易いものもある。日本語

話者にとって英語の [al][CI] [;'1] [au]の母音は [ou]に比べ，比較的容易に 2つ

の母音の連続と認織できる。これらの母音を含む語例には，‘l'[al]，‘cight' [Clt]， 

‘oyster' [;'ISω'J]，‘out' [aut]などがある。それぞれ「アイJrエイトJrオイスターJ

「アウトJと表記され，発音される。これは二重母音の音楽を持たない日本語

話者が英語の二鼠母音を・i羽子のiill統・として認識していることを示している九

しかし，これら英語の二鼠flt昔は常に母音の連続として促えられ，表記されて

いるとは限らない。特に [CI]は現れる環境によって母音の連続として認識され

ず，長母音または短母音・として促えられている例もある。例えば， OKの 2音

節目は「ケイjではなく fケーJ.bascball [belsb::d)の第 1音節は「ヱイjでは

なく「エーj と通常は表記されている。また.apron [etpJ~n) は『エプロンJ と

表記され，話頭の [CI]は短母音 [e]となっている。

日本語話者にとって LctIt Goに含まれる子音の発音は難しいのだろうか。 Lct

It Go [Ie.ru'.gou]には [1][r] [t] [g]の4つの子音があり，この 4つの子音中，日

本語話者が容易に発音できる音は [rJ[tJ [g]である。 [1)は日本語に官・楽として

存在しないため.認識および発音するニとが困難となる。そのため. Letの [1]

を [r)で代用し.[re.ri.go:]と発音する。英語の発音にみられる [r)は，ここで

は (2a)にあるように. 1νの実現化された音声であるが， 111の実現官・として

は現れない (2b)口。 -)J. 1:1本掛話者の発音にある 2つの [r)は (2c)に示した

ように，どちらもラ行の子音音楽 Irlの実現化された音声である130

(2)英語と日本語における [rJと音楽-の関係

a.英語 b. !t(f，!行 C. 日本語

/tI 

[t] [r] 

-/11 Irl 

I
 
P-- [r] 

Let It Goの音韻形はlIet.lt・9ω/とあらわすことができ.lIelIt.goulから表層形

[Ie.rlt'.gou]'・にはいくつかの音耐過符.が関わっている。簡潔に示すと少なくとも



(3a)四 (3d)に示しである 4つの過程が考えられる。

(3)音韻形IlEt.Jt.gOU/から表府形 [Ie.rrf.gou)への過程

(a)音節の再編 (rcsyllabification): 

(b)ストレスの付与 (s甘'cssassignment) : 

(c) tの撚音化 (t-sapping): 

(d) tの不破裂音化 (t-unreleasing): 

IlEt.Il.l今Ile.tll.l

第 l音節に強，第3音節に弱

/.ν今 [.r)

/t./今 [f.]

The Maximal Onset Principlc (Blevins 1995:230， Hayes 2009:252・254参照}により

Let It lJet.ltIの音節の再編がおこり， lIe.tlν となる。つまり， LetのCodaの/t1が

後続音節 1It1の Onsetとなる。 LetIt Goの第 1音節に強ストレスが値かれると

弥音化となる条件が満たされ、第 2音節の Onsetの ItIが[けとなる150 同音節

のCodaの [t]は口腔内から空気を放たず不破裂音となり，結果として LetIt Go 

は [Ie.川、.gou) (または [Ie.rr?gou))と発音される。

3.英語と日本語の音節体系

ここでは，英語と日本語の音声を比較し.相違点や類似点を明らかにした上

で，英語の音声の特徴をカナがどのように捉え，それを表しているのかを分析

をする。

英語と日本語の音節i体系について，両言語を比較し相過点や類似点を明らか

にする。この節では，まず英語と日本語における母音の音韻体系 (3.1.1)，そし

て次に，子音の音韻体系の記述および説明 (3.1.2)をする。

3.1.1 英語と日本語の母音

まず始めに.英語と日本語の母音体系であるが， (1)で示したように，英語に

は 17の母音音楽 (/1，U， e， ̂， a， a， 3:， u:， i:， ::1:， a:， el， ou， ::11， al， au， :;，/)がある。短母

音は 11，u， e， ̂， a， a， :)/の 7つであるが，長母音は /i:，U:， ::1:， 3:， a:/の5つ，そし

て lel，ou， :)1， al， aulの二鼠母音がある (Caπ1999:29，60)。一方， 日本語には弁・
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別される母音は，英語の母音に比べ，少ない3 短!な音が 5つ(li，w. e， 0， a/) ，そ

して長母音が 5つ(Ji:，w:， e:， 0:， a:/) である(斉綴 2007:84・85)0

英語の短母音には緊張を伴わなし、 laxsJ:fr 11. u. E. .̂ al (Ladefoged 1993:86・87)• 

緊張を伴う非円唇後舌広母音 101(Ladcfogcd 1993:87). そして媛昧母音ゐ/が

ある。日本語の 5つの短母音には弛紐母音はなく.音声的に英語の短母音と音

質が異なる。

長母音については，英語，日本語とも弁別できる数は同じであり，両言語は

非円唇前舌狭母音 [i:]を持つ。後舌狭i辛苦はほぼ同音であるが，違いは円唇性

の有無である。

二重母音に閲しては，日本語は英語のような二I[(母音を音素として持たない

(Jcnsen 1993:37・38参照)。母音が迎統して現れる場合はあるが，音韻体系的に

は二重母音とは認識されていない(斉疎 2007:85参照)。

3.1.2 英語と日本語の子音

次に.英語と日本語の子音体系について記述し，それぞれの言語体系を比較

する。まず英語の子音体系であるが.英訴には (4)に上げた 24の子音音素があ

る。破裂音 Ip，b， t， d， k， gI， 懸掠音 19，d， f. v. s. z， h， S. 3ん破爆音 Il$，dy，綾近

音 Iw，J， J， j1， fR.音 1m， n， glが含まれる。これらの子音全てが，音節の Onsetと

Codaの両方の位置にあらわれるとは限らない。 信/や Iglは臼lsetにはあらわ

れないが， Codaの位置には現れる。これとは逆iこ.英語ではゐ/や Iwlそして

IjlはCodaの位置にはこないが， Onsctにはあらわれる。

(4)英語と日本語の子音音素

英語の子音音楽 本語の子日1苛ぷ

(Shibatani 1990:865参照)

語例

Onset I Coda 

一綜 liQpail
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/bl bed hub /bl 需/baNI --
111 tip out 111 問 Ita/ 一
IdI dcsk bead IdI 縫 Idare/ --
/kJ kid pick /kJ 君Ikimil --
IgI goat beg Igl 蛾 Iga/ --
/91 think tooth Isl 巣 Iswl 一
ldl those bathc IzI 銭 Izcnil 一
Ifl fix Icaf 治/ 本 /hoNI 一
Ivl very have Iwl 湾 IwaNI --
Is/ sick pcace Irl 例 Ireil --
IzI zoo haze I.I.J Ijama/ --
lhI house --- 1m! 豆 Imamcl --
ISI ship dish Inl 波 Inamil --
1:) --- bcigc 刷/ --- 本 /hoNI

Iw/16 whale 一 IQI --- 菜葉 InaQpa/

111 Iicc ball 

IJP ncc car 

Ijl yes 一
Iml map dam 

InI ncat down 

IrJl --- being 

Itfl chip teach 

Id31 jump badge 

日本語の子音音楽は，英語における弁別的機能のある子音数の三分のこにあ

たり， 16ある。日本語の子音には，破裂音 Ip，b， t， d， k， glの6つ，摩擦音は Is，

z， hIの 3つ，接近音は Iw，j/，鼻音は 1m，n/，抑音 Ir/18 も音楽としてある。更

に.モーラ音楽 fNIと IQIが存在する。 Shibatani(1990:865)の分析のように，
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モーラ音素を音韻体系に入れる分析において，促音は IQIで去し， Codaの位

置にくることのできる音楽はそーラ音素以外にはない。従って， r菜葉jや「作

家Jなどは InaQ.pal.IsaQ.kalなどのようになる。モーラ INIの場合は， r乾杯」

lkaN.paiん『本J/hoNIなどのように， Codaの位置に来るが， Onselにはならな

し、。

英語に存在し，日本語には存在しない音楽は 18，d， f， v. J. 31の6つの摩擦音，

11$， dyの破擦音，接近??では凡 JIの2つ，鼻音は勾/の 1つ。破裂音音楽に

ついては違いがない。また.英語には存在しない日本語の子白汗背楽に INIIQllrl

がある。

日本語に，無戸後部歯茎殿様背(凹)，軟口蓋ぬ音([1)]).無;I{破掠脅([旧).

有戸破掠音 ([1mは音楽としは存在しないことは既に述べたが，これらの子音

は音声としては存在する。つまり，英語では IJIIlJIIIJlldyの実現音として存在

するが，日本語では旧[1))[IJ] [d3)はそれぞれぬ1InI 111仙の異音であるc さら

に， [d3)は IzIの異音でもある。日本語において.[J] [IJ] [d3)19は [i]が後続す

る環境で現れる(例:r端J[haJi). r地図J[tJizu) ， r自分J[d3ibuN)) 200 (1))は

軟口蓋音 ([k]，[g])が後続する場合に現れる(例:r満期J[mal):ki]， r没商J

[mal):ga]) 21。

(5)日本語における凹[1))[旧 [d3]と IslInI 11I1d! IzIの関係

151 InI 111 Id! IzI 

"'-/ 
[d3] 旧 (1)) 明

また，英語には弾普 Irlは古・楽として存在しないが， (2)で示したように，音

声として [r]は存在する。例えば.一般的に米英語では letterlIel;)JIや ladder

lIad;)JIはそれぞれ [Ier;u]や [lar:lJ]などと発音される。 111と [r]の関係は (2)

で既に示したが.Id!も [r]として実現されるので，111と IdIそして [r]の関

係以下のようになる。弾音 [r)は /ν と Id!の異音の lつであり， 2つの音楽に

おいて重複(overlapping)の関係にある。 (5)に示した [d3)とゆ IzIの関係と
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同傑である。

(6)英語の ItlldIと [r]の関係

ItI IdI 

/"-. /"-. 

[t] [r] [d] 

4.英語と日本語における母音および子音の対応関係

前節では英語と日本語の母音および子音の体系について概説したが.まとめ

ると以下のようになる。

(7)英語の母音と子音

母音: 17音楽 IJ，u. e. .̂ a， 0， :1，丸山， i:， :>:， 0:， el， OU， :>1， 81， 8uI 

子音: 24音楽 Ip，b， t， d. k， g， 9，δ， f， v， s， z， b， J， 3， tJ， d3， w， 1， J，j， m， n.1J1 

(8)日本絹の母音と子音

母音 :10音楽 li. UI， C， 8， 0， i:， UI:， e:， 8:， 0:1 

子音: 16音楽 Ip， b， t， d， k， g， s， z， h， w， j， m， n， t， N， QI 

これらの体系を比紋してみると，日本語話者が英語を聞いて英語の音声の違い

を知覚するには限界があることは容易に想像がつく。弁別機能を持つ英語の母

音と子音の数は日本語よりも多く，音声をモーラごとに表記するカナを使って

表すことには限界があることも分かる。では，日本語話者はどのように英語の

音声を捉え.それを限られた数のカナで表しているのだろうか。単純に音楽の

数から考えると， 1つのカナが 1つ以上の音声または音楽を表さないと表記は可

能にはならない。また，知覚により存在を認畿できない音声は一般に記さない

が，表記することは可能であるか。この節ではこれらの疑問を明らかにすべく，

カナ表記された英語借用語とその原音とを比較し分析を試みる。
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4.1英語と日本語における母音の対応関係

まずは母背について， j.lj f:tlL J，HHf，二重母音のl噴に，英語の母音とそれ

に対応する日本語のほ汗，そしてカナ}<，II己を示すc 次に，両言語の子音を対応

させて，英語の子背に対応するカナを示し，対応関係を明らかにするe

英語の短母斉には 11，u， t:， h， a. o. 01がある。これらの母音は日本語のff蹴体

系内のどの母古ーと対応しているかを (9)に防庁ごとに語例をあげ，カナ表記を

併記した表をドに記す。

(9) 英語と日本語の短母仔のJ.~本的な対応Ilbl係

英語の 11本Jlt
カナ表記

音素
話例

の行楽・
語例

111 ink lif 「イ I インク，ピック

lul book Iwf 「ウ』 ブック

lt:J end. pen lef 「エj エンド，ベン

1，'¥/ up. cut. color laf 「アj アップ，カット，カラー

lal apple. and アップル，アンド

1~1 about アバウト

laJ collar. socccr カラー，サッカー

pod.cotlon /01 Iオj ポッド，コットン

英語の短母音音素 7つに対応する 1I本.1itの音素は基本的に 5つ。表から明らか

であるが，!J.灸主

る。 u叩p.apple. aboutの，itiJiJ'i1土[h).[a]， [a]であるが， rアップj，rアップル1.rア

バウト j と表記され，そのように宛仔される 3 また，例外的ではあるが. oven 

[hv;m)が「オープンJとJtJi:されるように， f，，¥/が日本語の 10:1と対応する例

もあるc Low-back unroundcd vowcl/aJも印刷rrカラーj，s出 cerrサッカーJ な

どのように日本語の lafに対応するが， pod rポッドJ， conon rコットンj な
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どのように『オJと対応するものがある。前者の場合だと， /0/: /nJ (Iow-合ont

unroundcd)となり，後者だと /01: /0/ (mid-high back roundcd)とb、う対応関係に

なるえ/̂ ，a，:l，oI以外の母音については、日本語と l対 lの関係である。 /JJと

/仏 M と/悶/， /e/と Ic/の対応し，それぞれの母音は音質的には比較的近い関

係にある。

次に，英語と岡本語の長母音の対応関係であるが，既に記述したように，英

語と日本語には 5つの長母音がある。英踊は li:.U:， 3:， :1:， 0:/. 日本語は li:，W:， e:. 

a:，o:1の5つである.分別される長母音がそれぞれ5つなので.1:対1の関係が

推測できるが，実際そうではないo (10)の対応関係が示しているように，英語

の 13:/と /0:1は日本語の 10:/と対応している。英語の他の 3つの長母音 li:，U:， 

d はそれぞれ音質の類似する母音 li:，w:，0:1と対応する。日本語の Ic:/は英語

のどの長母音へも対応していない。

(10)英語と日本語の長母音の基本的な対応I}!J係

英語の
illf伊l

日本語
甜例

音楽 の音楽
カナ表記

13:1 bird i凶 『アー』 1<ード

10:1 ぬthcr ファーザー

lu:/ school Iw:/ 『ウーj スクール

li:l bcat li:1 『イーJ ピーチ

1:1:/ ball 10:1 『オー』 ポール

英語には二重母音が昔識として存在するが，日本踊には音楽としてではなく，

迎統する母音が背戸的に二重母音化する現象がある。英語は 5つの二重母音ICI，

:11， m. OU， au/を持ち，それぞれの母音と日本語の母音は(11)が示すとおりであ

る。例えば.bcaconは『ベーコンj と表記され，第 1音節の ICI/は日本語の長

母音 /c:1と対応するが.cightなどは『エイト」と表記され日本絹では Iclと liI

の母音辿統として知覚されている。oystcr.cyc， outなどがそれぞれ『オイスター』
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fアイ JrアウトJと表記されることから， I'JI. al， aulも母音-迎統の迎統と捉え

られていることが分かる。また， boy rボーイ」の例にあるように，I'JJlは話集

によって 10:oilと表記する場合もある。

boatを「ボートJや goを「ゴーJと表記するように，英語の二重母音 loulは

日本語では 10:1となり /oowlなどの母音の連続と基本的に対応はしない。

(11)英語と岡本語の二重母音の基本的な対応関係

英語の
語例

日本語

音楽 の音楽
カナ表記 aHf91J 

/el/ eight le:/ 「エーj ベーコン

le.i1 「エイj エイト

/oul boat， go 10:1 「オーj ボート，ゴー

I'JI/ toy， boy lo:.i/ 「オーイJ トーイ，ボーイ

100il 「オイJ オイスター

/al1 eye la.il 「アイj パイ

/aul out， town laowl 「アウJ アウト，タウン

402英語と日本語における子音の対応関係

3節で英語の子音と日本語の子音体系を比較した。弁別できる子音の数は英語

が24，日本語が 16であることを鑑みると.母音と同係.英語と日本語の子音の

対応関係にも重複の関係があるということが容易に予想される。この節では.

両言語聞における子音の対応関係を分析する。

(12)英語と日本語の子音の基本的な対応関係

英語の 日本語 カナ

音素
語例

の音楽
議例

表記

Ipl pack， pet， top Ipl ノ‘.‘nー パック，ピック. トップ.ベット

Ibl bed，hub Ibl ノ、~fーf ノ〈ット，ピーン.ハブ，ベッド
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Ivl very， have バリエーション，ボイス23

ItI tip，out ItI タ行 タッチ.チップ.ツイッター

ItJI chip， teach チップ，ティーチング

IdI desk， bead IdI ダ行 ダンス，ディップ

lkI kid， pick lkI カ行 カップ.キッズ，ピック，ケーキ

191 goat， beg 191 ガ行 ガター.ギター，グット.ゲット

Id:J jump， badgc ジャンプ，バッジ，ジュース

IzI 却o，goods IzI ザ行 ズー{却0)，ジーンズ，ゼッベリン

ldl the， breathe サ・ (the)，プリーズ

131 bcige ページ.ガラージ

191 thank， th泊k， サンキュー，シンク.スルー

出rough 1st サ行

1st socks， peace サンシャイン，シーディー，スープ

ヴ/ ship， dish サンシャイン，シップ，ディッシュ

1ft fax，leaf ゐ/ ノ、rr ファックス，フィン， リーフ

ゐ/ house ハウス.ヒップ.へアー，ホップ

Iwl wax， wanted， Iwl ワ行 Zックス，立オンテッド

work 

111 licc， ball Irl ラ行 ロック.フィーリング.ポール

lJi nce， car ライス. リンス， Iレピー，ロック

yes， -- Ijl ヤ行 ヤード.ユー，ヨット

1m! map. dam 1m! マrr マップ，ミート.ダム.メンズ

InI neat， dance InI，lNl ナ行， ナット，三一ト，ヌード，ダウン

ン

IgI -- king InI ング キング

+/g/ 

両言語の子音音楽の対応を (12)に記したが，この表に示した対応関係で音楽
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が 1:対 lの関係にある子音は /P.d. k.j. mlc英語の pack.cup， yard. mapなどの語

は fパック JrカップJrヤードJrマップj などのように表記できる。

次に，複数の子音に lつの子音音素が対応する場合である。このような対応

関係は 2つあり， 1つは英語の音素複数に対して日本語で対応する音楽が 1つの

場合，もう 1つは，日本語の音索後数に対して英語の子音 lつの場合である。

両言語聞において子音の対応は l対 1の関係よりも， 1，対格i数の関係が多く，且

つ複雑である。

英語の子音 2つに対して日本語の子音 lつが対応するものは(I3a)に上げた

4つ，英語の 3子音に対して日本語の l子宮ーに対応するのが(I3b)に 1:げた 2

つである。ゐ/は 『カーJcar. rカードJcard. rバードJbirdなどに見られる

ように.Codaに位置する時は Irlとは対応せず，音問i内のほ背をH:IlJ:l}化する。

このような長母音化現象は 111 が語末にあり.且つ同1'r-節に I~I がある時にも

みられる。例えば.unbelievablc rアンピリーパボーJなど。しかし.111で終わ

る語全てが長母音化するとはかぎらない(例:wearablc rウエアラブルJ.tutorial 

「チュートリアルJ)。

(13)英語の子音複数に対する日本語 1子音の関係

(a) 英語2子音 日本語 l子音 (b) 英語 3子音 n本，llt1子宮・

/b/， /vl : ゐ/ Id3人Iz/， 131: Iz/ 

/ν， 1可'/ : I1ν 10/， Is/， IJI : 1st 

If/，M : ゐ/

IJJ， 111 : Irl 

(1 2) の去の最後に示しである英語の軟口蓋鼻音勺/と I~ )伝説との対応だが.

日本語では基本的に『ングJ:こ対応するc しかし， wing [WII]Jや king[khll]Jな

どからも明らかであるが，原音には fグJに対応する [9Jの子音がない。英語

の発音の観点からすると，原音にはない昔が表記されるという結巣になってい

る。だが， wig rウィグJ，wing rウィングJ.win iウィンJの違いは 11]1に「ン

グJが対応することにより，明確に弁別されているe 更に phonologicalfcaturcの
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観点から見れば， rングJの fンjは‘鼻音の性質'を， rグJは‘秋口蓋音'を

的磁に促えている表記だと考えることができる。

日本格のそーラ音楽 INIと IQIだが，これらの音楽は英語の音声とどのよう

な対応しているのか，その対応関係を以下に示す。 ncatなどのように，InIが

Onsctの位世にある場合は/臥つまり，ナ行子音に対応する。しかし， d組 問 や

down などのように InIが Codaの位置にある掛合，英語の InIは日本語のそ

ーラ郷子音 INIrンJと対応する(例， rダンスJrダウンJ)。

日本語におけるもう Iつのモーラ音素 /Qf.は.英語に対応する子音がない。

しかし，この音楽は英語からの外来語を表記する際に頻繁に使われている。い

わゆる促音「ッJである。たとえば， big [blg]を「ビッグJ，hook [huk]を fフ

ックJ.happy [hapi:]を fノ、ッピーJなどの話例があるが，これら英語の原音に

は促音に対応する子音は無b、250

上で考察した内容をまとめると以下のようになる。 (i)カナ表記に全く問題が

ない古・}討がある， (ii)カナ表記が困難な英語の音声がある， (iii)日本語には存在

しない音声だが，カナ表記できる音戸がある， (iv)英語の原音にはないが，表

記の際に現れるカナ文字がある。

(i)のカナ表記をする際に全く問題のない音声とは英語にも日本語にも共通

して存犯する音声のことで，これらについては表記上問題がない。

(ii)については，複数の英語の音声を 1つのカナで表記する場合である。例え

ば、短母音 IAI.la/， la/， 10/は全て「ア」またはア段脅になる。 13:1と厄/の長

母??も同様にア段音となり，音声の違いが表記できない。子育については，/J!と

111両音楽ともラ行子音となり、違いがカナで表記できなし、。更に， /O/と Islは

両背おともサ行子音としての表記となる。また， /:ダと Id;jはザ行子音で表記

され迎いを表記するのは困難である。

(iii)の日本語には存在せず，カナで表記が可能な英訴の E宵・声として，まず上

げられるのは，ICIIや loulなどの二重母音r，Iw/. If/， /v/などの子音がある。

(iv)については， bigなどの語を表記する際に現れる促音.また，軟口蓋島音

IrJlの表記に現れる「グJがある。
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5.考察とまとめ英語の特徴を捉えたカナ表記

英語の奇声をカナでどのように表記すれば原音により近くなるか。また，カ

ナでどの程度まで英語の音声を表記することが可能であろうか。

外来語を表記する場合.一般に視覚的情報を基にした表記と，聴覚的情報を

基にした表記がある。 LetIt 00を視覚的情報つまり，アルファベットの綴りに

基づいて一語ずつ独立した発音でカナ表記すると「レット・イット・ゴーJとな

り.WLet It 00 (レット・イット・ゴー)町ありのままでー』などと表記されてい

る。「レリゴーJは聴覚的情報に基づいて表記されたものである。

日本語にはない外来語の背戸でも.日本語のカナを使って表記している例も

多々ある。例えば.英語の [v]を fヴj で表すことにより、 voiceを fヴォイ

スJと表記することができるc

日本語話者のi手話言語知織にしたがって，聴覚的情報を基に忠実に表記する

ことにより.日本務話者の発音がより外来語の原音に近い発音が可能になって

いる例もある。例えば.pizza [pi:回]は英語においても外来語であるが.rピザJ

や fピッツァJ26と表記され，両表記は併存している。前者の表記は語の綴りに

近いカナ表記だが，後者は前者の「ヒυザJよりは原音・に近い表記となっている。

第 2音節 Onsetの無声破隙音とそれに続く弱母音 schwaを fツアj と表してお

り.原音の [t鈎 lの特徴を的確に捉えている表記であるc pizza [pi:加]の第 1音

節の長母音を表記に反映すると fピーツアJとなろう。上述した voicerヴォイ

スJの「ヴJの例とは異なり， rピーツァJや「ピッツアJに表されている音声

ついては， 日本語の音楽そして音楽の異背として存在するため，日本語話者は

表記されたカナを容易に発音できる。

英語の発音の特徴を反映した形で，カナ表記するにはどうすればよいか。少

しでも英語の発音に近づけるため，具体的にできることは，カナ表記で捉えら

れる音は表記することが必要である。例えば，二重母音を長母音として表記す

るのではなく.二重母背は 2つのカナをあてる。特に，日本語話者にとって認

識するのが難しい [ou]や [CI]はそれぞれ fオウJや「エイJとし，表記を統

一喝する。そうすることにより， rJj{音に含まれる二重母音を意識しながら発音を

することに然がればと考える。 OKを「オウケイJ，Lct's goを「レツゴウJ，
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baseballを fベイスボールJ.apronを「エイプロン」などのようにする。二重

母音を二重母音として発音するとかなり英語の原音に近づく。 27

Let It 00 [IE.flf.gou]をカナで表記して日本語話者がそのカナを読んで発音す

る時，または歌ったとき，更に発音がより英語の特徴を捉えた発音28になるよう

にするためには，二重母音以外に.[t']の音を表記することも必要となるだろう。

日本語話者にそこに lモーラあることを認識させ，発音させることである。そ

うすると，表記は『レリッゴウJとなる。日本語には [1]と [r]を区別するカ

ナが存在しないので，どちらもラ行表記になる。この違いが表記上で記すこと

ができれば，さらに原音を忠実に表記できる。日本語話者が表記を見て，必ず

しも表記どおりに発音できるとは限らないが、このように表記することによっ

て， 日本語話者が聞き取るのは困難な音声が含まれているということを日常の

生活で触れることにより，違いを認識する力をつけ，発音の向上へと繋がると

考える。

註

I [.]は音節の境界を示す。

2 W現代言語学辞典~ (1988:656)によると日本語の仮名文字表は音節表

(syllabary)とある。しかし.rんjはそれ自体で音節をなさない(Vance2008: 118 

参照)。従って，本稿ではそーラ表記とする。

3論文中，特記されてない場合は，標準米語 (OeneralAmerican English or OA)と

する。

4 佐久間 (1959:33)は [e]または [e]とも表記できる音声だと述べ，また，城

田 (1993:74)は [e]と [e]の中聞の広さの母音だと説明している。この違いを

Vance (2008:53)は [e]に[.]を加え [c]と表記しているが，本稿では基本的に

[e]と表記する。

5標準米英語の母音だけを取り上げている。英国における標準英語 (Reserved

Pronunciation or RP)の母音は示していない。表中の語例は筆者による。
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6 luJと記述しでも問題はなし、が.実際の脅声 [w)を脅素表記に併用したe

7 Carr (1999:60)の帥rn干来のリストには 131とあるが.長母音の説明に関する

み;文 (p.29)には 13:1とあるc 本文の内谷に基づき，1ョ:1とする。

純二の母音は Carr(1999)のp.60の宵・来のリストにはないが，p.29の本文には，

Jlf例を 1:げ当該母t干の説明がある。本文の説明に従い， GAの背来のりストに

10:1を加えたc

9 このほ汗 (schwa)はアクセントが併.かれる音節には現れない。

10英JEをカナ表記する際に現れる{足ffについてはそーラや音節の概念では説明

できない現象が多々ある。 i足汗現象の解明を試みた主な研究を上げておく。大

lJ: (1967)，小野 (1991)，カッケンブッシュ(1992)，川趨(1995)，川越・荒井

(2002)， ru闘 (2011)，大滝 (2013)を参照されたい。

E1;干楽としての二重IlHfはなL、が，通常の会話において母古・の連続を二重母音

として発庁することはある(斉綴 2007:85参照)c

12 英.i吾の仰汗 [r]は 111の異昔ではないが，IJIの1ft:音の lつでもある。例えば，

術庁に後続する through/f)Ju:1などの IJIは [J]ではなく， [r)と発音され [9ru:)

となる。

1リ3 ラf行子を昔}戸t汀r衣i記記'すrると [ドra吋][ドr川叫iり][ドrω叫][ドre吋][ドro叶]となる。

1川4[仰l隠tι.川、'.gou吋]とも発昔可能である。

15 Letの 1が後続する汗問iの Onsetであること，そしてアクセントがその音節

の自慢がlの行間i，つ支り， Leにあることが 1が抑背化をする条件となる。また，

英Jltにおいて [r)と[f)は音楽 IUの異音 (allophoncs)であるため，Irlや Aγ

ではなく， [r) [t、!となる。

16 Iwlと川/を弁別し， whichと witchをそれぞれ [WI旧， [Mltflと発音する

英，llfJ，居者もいるが，本稿では GAの昔船体系を記述する (C町 1999:54参照)。

17 Iげと記述している文献もあるが， Ca口(1999:54)にしたがし、実際の音声 [J]

を汗非~: J< ~r~に併川した。

IH Shibatani (1990:865)は Irlとして記述しているが，本稿では実際の音声 [r]

を仔ポ表記に使う。
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19 [c] [tc] [d~] と表すこともある。

20和語 (non-Sino-Japanesc)の語紫.において，歯茎子音と歯2喜子音の口蓋化また

はt射線音化されたかたちであらわれる音声は相補分布をなしていると述べ，以

下のように示している。

IsI: Lf] bcforc i 

[s] clscwhcrc 

/ν: [tSJ bcforc i 

[dz1 bcforc u 

[t] clscwhcrc 

IzJ: 

IdI: 

[d3] before i 

[也] bcforc 11 

[z] c1scwherc 

[d31 before i 

[dz1 before u 

[d] clscwhere 

日本語における漢語には「珪J[sa]と「斜J[Ja1のように口蓋化音が弁別する

が一般的な分析では，後者の口蓋化は/りがと表され，Isilが口蓋化により[Ji]

となる現象と問機と捉えられる (Shibatani1990:865・針。

21 Codaに位目する郷子音は音声的に長い(服部 1930:42・43)。

22 101が日本，l百の 2つの母音lこ対応する践的は音声学的.または音韻的な構造の

遮b、からは説明できない。 GAと RPの聞には遣いがある。自11者では collar，

socccr. pod. cottonの第 1音節が [01で.後者は [01である。

23 rヴォイスj とも表記されるが.日本語に対応する音素は Iblである。

24母音の長さも音楽として上げる研究者もいるが，本稿ではその立場をとらな

L、。

2S注 9を参照。

26 あらかわ(1981:1047)に fピッツアJは英訴からの借用語とある。

27英語の二1f!母音を.Ti:llt苛ではなく， 2つのカナを当てて表記しでも，日本語

話者・がカナ表記のとおりに発音するかどうかという問題もある。日本語におい

て Iclと lilの!な背の迎縦は恒名で綴ると「えしりまたは『エイ Jなどとなる

が，実際の発音では州開化する。例えば， r映画J[c:ga1. r英文J[e:b酬]， r水

泳J[smic:1などの Ic.i/，rオウトツJ[o:totsm]， r原稿J[gclJko:1などの lo.mlが
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長母音として発音される。

28 r英語の特徴を促えた発音Jとは必ずしも『英語母語話者が話す英語の発音J

を意味しない。英語母諸話者のような発音を{起す教示的な意図は全くないこと

を付け加えておく。
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Abstract 

On the Phonological Structure of English and Katakana writing 

Moriyo Shimabukuro 

As is wcl1 known. katakana (hcrcaftcr. kana) is uscd to writc loanwords or foreign 

words in Japanese. Thcre is a gcncral corrcspondcnce hetween kana lelters and English 

sounds. yct thc correspondence is not always one to one. Since the inventory of 

phonemes in English is larger than that of Japancsc. in most cases thc co汀'espondences

a民 onein English to more than one in Japancse. By examining the coπespondences 

j田 1mcntioned and comparing the phonemes (vowcls and consonants) of English with 

those of Japanesc. this papcr looks into the possibility thal the conventional 

coπespondcnce bctwccn kana leltcrs and thc sounds of English can be improved. so 

白紙 leamcrsof English can take advantage of 'proper' kana、，vriting10 improve their 

pronunciation of English. 
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